
概要
背景

目的はこだて未来大学の、分散していて見つけにくい情報や、取得しにくい情報をまとめたアプリを開発することで、学生生活を支援する。

アプリ概要
ギャFUN!

主要機能

開発プラットフォーム

学内マップ
　はこだて未来大学の各階のマップを表示する。研究室を、番号からだけでなく、教授名や教授のメールアドレスからも検索できるようになっている。また、使われている教室やエレベーター、トイレ、給湯室の位置なども分かりやすく表示している。

科目検索
　科目を検索し、その科目のシラバス、学生が投稿したレビュー、過去問を見ることができる。検索は科目名から検索と、条件から検索の � 種類の方法がある。これにより、ユーザーがその科目について知りたい情報を簡単かつ詳細に知ることができる。

課題表示　ユーザーがその時出されている課題を表示する。締め切りを確認することができ、課題を選択することで、実際の課題の画面に移動する。課題ごとに通知を設定でき、ユーザーが課題を忘れることを防ぎやすくできる。

【使ってもらって学ぶフィールド指向システムデザイン ����】
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未来大生支援グループ未来大生の情報取得をサポートする「ギャ FUN！」
リーダー プロダクトオーナー スクラムマスター

欲しい情報が HOPE(LMS)・Students( 教務システム）のどこにあるのか分かりづらく、先輩や友達とのつながりがなければ、欲しい情報を満足に取得することができない。

学生生活支援アプリ

はこだて未来大学も思わず 「ギャフン !」
　( F uture  U N iversity  hakodate )   　　( gya  F U N ！）

・� 今” 欲しい情報を、簡単かつ素早く取得・システムに存在する情報だけでなく、他の、学生生活で欲しくなる
      情報もまとめることで、学生生活をより快適に・” 未来大生” が使いやすい UI

Point

Flutter

未来大には iphone ユーザー、
Android ユーザーどちらも存
在しているため、ios と And
roid を一度に開発でき、加え
て高速開発が可能な Flutterを利用している。

今後の展望
・より使いやすくなるよう UI の修正を行う。
・ホームを作成する。
・ver.� をリリースし、そこで得られたフィ
   ードバックをもとに修正を重ねる。

・検討中の機能を実装する。
・多くの学生に使ってもらう。

Future  ProspectsDevelopment Platform 

Main  Functions  

Application  Overview

Purpose

background

overview こちらのQRコードからアプリの
フィードバックをお願いします。


